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調査の概要 

1. 調査の背景 

ソロモン諸島（以下、ソロモンという）では、都市部上下水道事業の運営はソロモン諸島上下

水道公社（SIWA）が実施している。 

SIWA は上下水道事業においてインフラ面、財務面及び人材面で多くの問題を抱えている。そ

のため、SIWA は上下水道施設の改善及び経営・組織上のキャパシティ・ディベロップメントを

強く望んでいる。 

このような状況下にあって、ソロモン政府は、日本政府に対して民族紛争によって損傷した施

設のフォローアップ協力実施とホニアラ及び地方の３都市（アウキ、ツラギ、ノロ）の中期的な

上下水道施設計画（目標年次 2010 年）及び SIWA の経営改善に係るアクション・プランの策定

に関して技術協力を要請し、2004 年 11 月に「ソロモン諸島上下水道改善復興計画調査」（本調査）

に関する実施細則（S/W）が２国間で合意された。この合意に基づき、本調査は、2005 年 5 月か

ら 2006 年 6 月まで約 14 ヶ月に亘り実施されたものである。 

2. 調査の目的 

本調査の目的は、以下のとおりである。 

【目的１】 ホニアラ市上水道施設の緊急改修計画、アウキまたはツラギにおける緊急復旧計画

の策定 

【目的２】 ホニアラ、ノロ、アウキ及びツラギにおける中期上下水道施設整備計画（目標年次

2010 年）の策定 

【目的３】 SIWA の経営体質の改善を促進するためのアクション・プランの立案 

3. 調査の対象地域 

本調査の対象地域は、ソロモンの首都であるホニアラ市及び地方中心都市であるノロ、アウキ、

ツラギの３都市である。（本報告書の巻頭図を参照） 

4. 調査の実施体制 

調査団は 11 人から構成された。本調査は、カウンターパートである SIWA、天然資源省（MNR）・

鉱山エネルギー局、保健省及びホニアラ市役所の協力の下に実施された。本調査では経営改善に

資する目的で、社会経済調査及びパイロット・プロジェクトを実施したが、統計局、NGO 及び

調査地域住民の協力を得て実施された。 
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5. 中期施設整備計画 

5.1 ホニアラ 

5.1.1 SIWA による上下水道事業の現状 

SIWA による上下水道事業の現状と問題点は、表－１及び表－４にそれぞれ記載があるとおりであ

る。図－１は、上水道サービスの範囲及びサービスレベルの状況を示している。また、図－２は、下

水道サービスの範囲を示したものである。下水道は、下水管による排水及び海への放流のみであり、

処理は行われていない。 

Town Boundary

 

Town Boundary

 
図-1 上水道サービスの範囲及びサービスレベル 

Town Boundary

 
図-2 下水道サービスの範囲 

行政区域境界線 
下水排水管路整備区域 

行政区域境界線 

給水区域境界線 

雨天後に水道水が高濁度となる地域 

行政区域境界線 

低水圧地域蛇口での(有効水頭がほぼゼロ)
未給水区域 

給水区域境界線 

出典:JICA調査団 

出典:JICA調査団 
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5.1.2 上水道施設整備計画 
(1) 基本方針 

本調査では、慣習地にある水源を行政区域内にある水源に転換するという SIWA の方針を考慮

し、現地調査結果及び社会経済調査結果に基づいて、既存上水道施設改善のための中期上水道施

設整備計画（以下、本計画）を策定した。 

SIWA が直面している問題点及び本計画で考慮した改善策は、表-1 のとおりである。 

表-1  上水道施設の問題点と本計画における改善策 

No. 項目 現状の問題点 本計画における改善策 

1 主要水源 ホニアラの配水量の約 50％は、コングライ

湧水に依存している。同湧水は、閉塞が頻

繁に発生し、取水量が不安定である。 
2005 年 10 月に起きた閉塞は、現在（2006
年 5 月）も続いており、今後、回復の可能

性は低い。 
したがって、現在、ホニアラにおける一人

一日給水量（漏水を除く）は 115LCD 程度

に低下していると推定される。 
さらに、コングライ湧水は慣習地に位置し

ており、同湧水の維持管理に支障をきたし

ている。したがって、SIWA は、主要水源

を行政区域内の地下水に転換したい意向

である。 

コングライ湧水からの取水量の 65％を

送水しているポンプ圧送システムを廃

止する案（オプション J-1）、同システ

ムを維持する案（同 J-2）及び大幅に規

模を縮小する案（同 J-3）の３案につい

て比較検討する。同湧水からの取水量

削減分については、行政区域内に新規

井戸を開発し、必要取水量を確保する。

2 給水圧 配水区域の 25％（人口比）が低水圧で、日

中は給水が受けられない地域がある。 
配水システムを改善し、配水管網末端

での 小水圧を確保する。 

3 配水システム 配水系統が独立していないため、安定した

配水ができないシステムである。 
各配水区にそれぞれ一つの水源と配水

池を配置し、独立した配水システムを

構築する。 

4 管路口径 管路の口径が不足しており、十分な水圧で

所定の水量が確保できない配水区域が存

在する。 

2010 年の水需要を賄うための管路口径

を確保する。 

5 配水池容量 既存配水池の容量は、日 大給水量に対し

て約 5 時間分しかなく、需要のピーク時及

び緊急時への対応が困難な状況である。 

一日 大給水量の約12時間分が確保で

きるような配水池容量とする。 

6 湧水の濁度 雨天後、湧水の濁度が高くなり、生活用水

として不適となる。 
それぞれの湧水取水地点に濁度除去の

ための水処理施設を設ける。 

7 未給水地区へ

の給水 

未給水区域は、SIWA 給水区域の約 30％で

ある。 
未給水区域への配水管網を拡張する。

出典：JICA 調査団 
 
(2) コンポーネント 

本計画は、以下のコンポーネントからなっている。 

 

 新規井戸の開発と井戸施設の建設 
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 送水ポンプ施設の建設 

 配水池の拡張 

 配水本管の口径変更による敷設替え及び未給水区域への拡張 

 湧水の濁度改善ための水処理施設の建設 

 塩素消毒施設の建設 

本調査では、コングライ湧水からの取水量の違いにより、以下の 3 つのオプションを提案した。 

表-2  本調査で提案される上水道施設整備計画に関する３オプションの概要 

オプション 施設内容 基本的な考え方 

J-1 

新規井戸：16 箇所（800m3/日/箇所） 
送水ポンプ場：４箇所（各井戸群に 1 箇所）

配水池：6 箇所、7,005m3 
配水本管：口径 50～300mm、延長 25.5km 
湧水用水処理施設：3 箇所（各湧水に 1 箇所）

塩素消毒施設：7 箇所 

・ コングライ湧水源の 35％を利用（ホニアラ全

配水量の 14％に相当）。 
・ ホワイト・リバー給水系統のポンプ圧送量（コ

ングライ湧水源の 65％）をゼロにする。 

J-2 

新規井戸：6 箇所（800m3/日/箇所） 
送水ポンプ場：2 箇所（各井戸群に 1 箇所） 
配水池：6 箇所、7,005m3 
配水本管：口径 50～400mm、延長 25.8km 
湧水用水処理施設：3 箇所（各湧水に 1 箇所）

塩素消毒施設：5 箇所 

・ コングライ湧水源からの取水量は、現状と同

じ 100％とする（ホニアラ全配水量の 40％に

相当）。 
・ 2010 年に対する水需要量の増加は、人口増加

分のみ。 

J-3 

新規井戸：12 箇所（800m3/日/箇所） 
送水ポンプ場：3 箇所（各井戸群に 1 箇所） 
配水池：6 箇所、7,405m3 
配水本管：口径 50～300mm、延長 23.0km 
湧水用水処理施設：3 箇所（各湧水に 1 箇所）

塩素消毒施設：6 箇所 

・ コングライ湧水源の 43％を利用（ホニアラ全

配水量の 17％に相当）。 
・ ホワイト・リバー給水系統のポンプ圧送量（コ

ングライ湧水源の 65％）を 8 分の 1 に縮小す

る。 
・ ホワイト・リバー井戸を常用として利用する。

出典：JICA 調査団 
 

[プロジェクト評価] 

上記の３オプションについて、財務的評価、技術的評価及びリスク分析により総合的に評価した結

果、オプションJ-1が も妥当なプロジェクトと評価された。 

(3) 事業費 

上水道施設整備計画の実施に係る各オプションの事業費は、表-3 に示すとおりである。 

表-3  本計画実施に係る事業費 

オプション 事業費（US$） 
J-1 7,236,000 
J-2 6,098,000 
J-3 6,514,000 

出典：JICA 調査団 
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(4) 中期上水道施設整備計画の実施により期待される効果 

上水道施設整備計画（目標年次 2010 年）の実施により期待される効果は、以下のとおりである（図

-3 を参照）。 

本調査で提案された中期上水道施設整備計画の実施により期待される効果

 コングライ湧水の閉塞が回復しない場合でも、安定した給水が確保される。同湧水閉塞時における一

人一日給水量（漏水を除く）は 115LCD であるが、本計画実施後は 164LCD が確保される。 
 安定した給水圧・水量が確保され、低水圧地域が解消する。 
 雨天後の濁度が解消される。 
 水道普及率 70％（給水人口 46,221 人、2005 年）が 78％（給水人口 61,520 人、2010 年）に向上し、未

給水区域が 30％から 22％に改善される。 
出典：JICA 調査団 

 

5.1.3 下水道施設整備計画 

(1) 基本方針 

SIWA の財政規模は小さく、前述したように上水道事業において多くの問題を抱えており、現

状では下水道事業の拡大を図ることは困難である。したがって、中期下水道施設整備計画として

は、既存下水道施設の改修と、公共水域への水質汚濁削減を目的とした浄化槽から排出される汚

泥処理のための施設計画とした。 

(2) コンポーネント 

SIWA が抱える下水道事業における問題点の解決のため、現地調査結果に基づいて中期下水道

施設整備計画を策定した。整備計画の概要は、表-4 のとおりである。 

表-4  本調査で提案される下水道施設整備計画の概要 

コンポーネント 施設・機材内容 現状の問題点と対策案 
下水放流施設の改善 放流施設：3 箇所 14 箇所の下水放流管があるが、そのほとんどは損傷

している。そのため、下水は海の沖合に放流されず、
海岸線に排水されている。維持管理の容易さと下水
拡散防止のため、放流施設を 3 箇所に集約する。 

汚泥処理施設の建設 天日乾燥床：1 箇所 
下水沈殿池：1 箇所 

一般家庭浄化槽からの汚泥を処理し、汚濁負荷を削
減することにより環境汚染を防止する。 

一般家庭浄化槽の維
持管理システムの改
善 

バキューム車：4 台 
下水洗浄車：1 台 
ホイール・ローダ：1 台

SIWA が一般家庭浄化槽の維持管理を引受ければ、
下水排水サービスが定期的及び効率的に行われる。
SIWA にとっての他の利点は、このサービス提供に
よる収入の増加である。このサービスの実施のため
に、運営車両の整備が必要である。 

出典：JICA 調査団 
 
(3) 事業費 

下水道施設整備計画実施に係る事業費は、US$2,808,000 である。 

(4) 中期下水道施設整備計画の実施により期待される効果 

下水道施設整備計画（目標年次 2010 年）の実施により期待される効果は、以下のとおりである。 
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本調査で提案された下水道施設整備計画の実施により期待される効果 

 既存の下水放流管破損による沿岸部の下水拡散が無くなり、沿岸部の環境汚染が解消される。 
 家庭浄化槽から汚泥が定期的に排出されることにより、浄化槽からの汚水の公共水域への流出が無く

なり、水質汚濁負荷が軽減される。 
 汚泥を適切に処理することにより、公共水域への水質汚濁負荷が軽減される。 
出典：JICA 調査団 

5.2 地方都市（ノロ、アウキ及びツラギ） 

(1) 上水道 

アウキでは、ADB の援助により水源施設以外の送水及び配水施設改善プロジェクトが 2006 年完成

を目指して実施中であることから、本調査では中期施設整備計画として水源施設改善計画を策定した。

他の都市（ノロ、ツラギ）については、既存上水道施設が 2010 年までの水需要に対応できることから、

中期施設整備計画に含めないこととした。 

アウキにおける中期上水道施設整備計画の内容と実施に係る事業費は、表-5 のとおりである。 

表-5  アウキにおける中期上水道施設整備計画の内容と実施に係る事業費 

施設内容 基本的な考え方 事業費（US$） 

新規井戸：2 箇所（600m3/日/箇所） 2010 年の水需要を賄うため、新規井

戸の開発が必要である。 332,000 

出典：JICA 調査団 
 

(2) 下水道 

３都市とも、既存下水道施設はないが、人口が少なく汚水による環境汚染がみられないこと、SIWA

の財政規模が小さいこと等から、長期的計画においては検討の必要があるものの、中期施設整備計画

には含めないこととした。 

6. 本調査におけるキャパシティ・ディベロップメント活動 

SIWA が直面している技術面及び経営面での課題を改善するため、本調査において以下のキャパシ

ティ・ディベロップメント活動を実施した。 

表-6  本調査におけるキャパシティ・ディベロップメント活動 

開発されるべき能力 活動内容 
漏水調査技術 日本でのC/P 研修及びPP への参加 
水源モニタリング技術 日本でのC/P 研修への参加 
料金徴収システムの改善手法 PP への参加 
顧客敷地内での漏水削減及び水の無駄使い防止手法 PP への参加 
未給水区域への給水拡大手法 PP への参加 
注：C/P=カウンター・パート、PP=パイロット・プロジェクト 
出典：JICA 調査団 
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7. 本調査におけるパイロット・プロジェクト 

以下の目的で、４つのパイロット・プロジェクトを実施した。 

 SIWA の経営・財務面でのキャパシティ・ディベロップメントに資すること。 

 SIWA と住民間の関係強化に資すること。 

 パイロット・プロジェクトの成果がアクション・プランに活用されること。 

それぞれのプロジェクト目標及び成果は、表-7 に示すとおりである。 

表-7  パイロット・プロジェクトの目標と成果 

パイロット・プロジェクト 目 標 成 果 

1. 料金徴収改善方法の策定 SIWA の料金徴収率改

善計画を策定する。 
1-1： 徴収効率向上の実際的方法が得られる 
1-2： SIWA 職員が料金徴収方法を習得する。 

2. 漏水削減指標の確立 漏水削減指標を確立

する。 
2-1： 単位長さ当り（km）の漏水量が把握される。

2-2： 漏水調査手法がSIWA職員に技術移転される

（JICA カウンターパート研修への参加） 
3. 節水キャンペーン 水道利用者の節水意

識を向上させる。 
3-1： 住民が漏水防止方法について理解する。 
3-2： 対象公共施設（学校・病院）及び消費者宅内

の漏水が減少する。 
4. 共同水栓の設置 モデル地区の給水状

況を改善する。 
4-1： 共同水栓がモデル地区に設置される。 
4-2： 共同水栓の運営・維持管理が住民によって行

われる。 
4-3： 共同水栓建設に関する費用分担方法が提案

される。 
出典：JICA 調査団 

8. SIWA の経営改善に係るアクション・プラン 

8.1 将来フレーム 

(1) 計画人口 

アクション・プランは、短期計画（2006 年～2007 年）、中期計画（2008 年～2010 年）及び長期計画

（2011 年～2016 年）について策定する。それぞれの計画人口は、1999 年の国勢調査及び AusAID レ

ポートをもとに設定した。 

表-8  調査地域の予測人口 

予測人口（人） 
調査地域 

1999 年国勢調査
における 

行政区域内人口 

年人口増加率
（％） 2007 年 

（短期） 
2010 年 
（中期） 

2016 年 
（長期） 

ホニアラ 49,107 3.5 64,664 
(71,131) 

71,695 
(78,865) 

88,131 
(96,945) 

ノロ 3,482 2.8 4,342 4,718 5,568 
アウキ 4,022 2.8 5,017 5,450 6,432 
ツラギ 1,333 2.8 1,662 1,806 2,131 
注：（ ）内の数値は、給水区域人口を示す 

出典：JICA 調査団 
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(2) SIWA の経営改善のための業務指標と目標 

SIWA の経営改善のための業務指標とそれぞれの目標値は、2005 年の実績値を基に表-9 のように設

定した。 

表-9  SIWA 水道事業の業務指標と将来目標値 

目標値（％） No. 指標 都市 2007（短期） 2010（中期） 2016（長期） 
ホニアラ 57 57 70 
ノロ 53 53 60 
アウキ 50 50 60 

1 有収率 

ツラギ 39 39 55 
2 料金徴収率 ホニアラ 90 95 98 

ホニアラ 40 40 27 
ノロ 40 40 35 
アウキ 40 40 35 

3 漏水率 

ツラギ 50 50 40 
ホニアラ 60 60 73 
ノロ 60 60 65 
アウキ 60 60 65 

4 有効率 

ツラギ 50 50 60 
ホニアラ 70 78 90 
ノロ 63 67 75 
アウキ 60 67 75 

5 水道普及率 

ツラギ 70 74 80 
出典：JICA 調査団 

8.2 SIWA のキャパシティ・ディベロップメントのためのアクション・プラン 

SIWA の経営・組織強化に係るキャパシティ・ディベロップメントのためのアクション・プランは、

SIWA の経営課題を抽出し、それらの評価を行った上で策定した。 

表-10  キャパシティ・ディベロップメントのためのアクション・プラン 

経営課題 活 動 
短期 

(’06～’07) 
中期 

(’08～’10) 
長期 

(’11～’16) 
料金徴収改善 一般家庭からの料金徴収改善    

 メータの読み間違い及び計算間違いの削減    

 共同水栓の料金徴収改善    

新料金体系の導入 合理的な水道料金の設定    

職員の増強 新本部事務所及びワークショップの建設    

 要員補強（本部及び地方都市）    

資産管理 資産管理及び在庫管理システムの確立    

効率的な水配分 効率的な上水道施設運用方式の整備    

既存職員の能力 人的資源開発計画の策定    

開発 メータ読み取り員の訓練    

 会計担当者の訓練    

 国際的な会計システムの開発    

 在庫管理及び資産管理の訓練・開発    

 システム管理技術者の訓練    

 GIS設計技術者の訓練    

 水質分析担当者の訓練    

 情報技術担当者の訓練    

出典：JICA 調査団 
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8.3 上下水道施設整備のためのアクション・プラン 

上下水道施設整備のためのアクション・プランは、本調査で策定された中期施設整備計画を SIWA

の給水施設投資事業計画（2006～2016 年）に組み入れて策定した。 

表-11  上下水道施設整備に係るアクション・プランの概要 

短期計画 中期計画 長期計画 
都市 実施項目 

2006～2007年 2008～2010年 2011～2016年 
［上水道］    
・JICA調査結果にもとづく施設整備    
・既存設備（ポンプなど）の更新     
・配水管網の拡張    
・メータの取替    
［下水道］    

ホニアラ 

・JICA調査結果にもとづく施設整備    
・配水管網の拡張    
・水処理施設のフィルター更新    
・ポンプの更新    
・モータの更新    

ノロ 

・メータの取替    
・JICA調査結果にもとづく新規水源開発    
・配水池建設    
・送水管の更新    
・送水ポンプの更新    

アウキ 

・配水管網の拡張    
・塩素殺菌施設の整備    
・ポンプの更新    
・配水池の更新    
・配水管網の拡張    

ツラギ 

・メータの取替    
予定事業費（x 1,000 SI$） 16,746 77,226 20,791 

出典：JICA 調査団 

8.4 漏水削減のためのアクション・プラン 

漏水は、水道事業経営に影響を与える重要な要素の一つである。漏水削減によって、配水量の削減、

運転費用の削減（特に電気代、薬品代など）、将来の新規水源開発の必要性回避等が期待される。 

したがって、SIWA は、漏水の目標値を達成するために、下表に示す漏水多発管路の敷設替えを実

施する必要がある。本調査で策定された中期施設整備計画が 2010 年までに実施され、SIWA が表-12

の計画どおりに管敷設替えを実施すれば、長期計画の 終年（2016 年）において漏水率が 27％まで低

減し、その結果、新規水源開発（16,000m3/day）の回避が可能となる。 

表-12  漏水削減のためのアクション・プラン 

短期計画 中期計画 長期計画 
項 目 単位 

2007 年 2010 年 2011 年 2012～2015 年 2016 年 
管敷設替え延長 km/年 1.0 1.0 2.0 2.0 2.0 
漏水率 ％ 40 40 38 36～29 27 

出典：JICA 調査団 
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9. 緊急リハビリ計画 

我が国の無償資金協力「ホニアラ市給水改善計画」で 1996～1998 年に建設された施設は、2000 年

～2003 年の民族紛争で受けた損傷が深刻であり、施設の一部は機能していない。そのため、ソロモン

政府は同施設のリハビリのために我が国政府へフォローアップ協力（以下、F/U 協力と称す）の要請

を行った。調査団は、F/U 協力の必要性を含め、同施設の現況とリハビリに係る調査を実施した。 

調査の結果、水中ポンプや送水設備等のシステムが破壊されていることから、復旧のためには

機器の入れ替えだけでなくシステム再構築が必要になる。必要な復旧対象は以下のとおりである。 

表-13  フォローアップ協力における復旧内容 

施設位置 復旧内容 

ホワイト・リバー給水系 井戸の水中ポンプ設備 
 ホワイト・リバー配水池への送水施設 
 塩素滅菌設備 
 電力の受電／配電設備 
マタニコ給水系 揚水管の交換 
コンビト給水系 揚水管の交換 
出典：JICA 調査団 

なお、F/U 協力は、現在、上記の復旧に必要な機材の調達中であり、2006 年 5 月までに据付が

完了する見込みである。 

10. 提言 

SIWA の着実なキャパシティ・ディベロップメント推進のために、以下の事項を提言する。 

 漏水調査及び漏水多発管路の修理を日常活動として実施するための、SIWA 内における漏水削減

担当部署の設置 

 水源開発及び管理のための水量（河川流量、地下水位）及び水質両面でのモニタリングの実施 

 水源及び水道水の水質保全の実施 

 中期施設整備計画及び緊急改修計画の実施中及び実施後の環境社会への影響や問題点を考慮し

たモニタリングの実施 

 SIWA 内における広報・コミュニティ教育のための選任者の設置とコミュニティ教育及び顧客サ

ービスのための戦略案の見直し（同案には、SIWA 職員の広報・住民参加活動への関与、ニュー

ス・レターや公告の定期的発行、学校の生徒や主婦向けの教育を組み込む） 

 SIWA による、低所得者層用の新規接続費の負担軽減のためのオプション提示 

 SIWA による、節水促進のための漏水が発生している蛇口や給水管の修理に関して安価で簡易な

オプションの提示 
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図-3  中期上水道施設整備計画実施による効果 (オプション-1 のケース) 
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給水量 164 リットルが確保される。 

2     で示された低水圧地域が解消される。 

3 
  で示された配水池の容量が一日最大給水量の 12
時間分となり、ピーク時間帯及び緊急時にも十分な給

水が可能となる。 

4   で示された浄水施設により湧水を水源とする水道

水の濁度が大幅に改善される。 

5 
配水管の敷設により、    で示された地域が配水

区域として拡張される。 

T 
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